
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

二
〇
一
七
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
の
思
い
を
強
く
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
憲
法
が

施
行
さ
れ
て
七
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
昨
年
来
の
安
倍
政
権
の
暴

走
ぶ
り
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国
民
の
大
多
数
が
反
対
し
て
い

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
、
年
金
カ
ッ
ト
法
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
助
長
す
る
カ
ジ
ノ

法
、
そ
し
て
沖
縄
沖
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
を
原
因
が
究
明
さ
れ

な
い
ま
ま
再
飛
行
を
認
め
る
。
自
分
達
の
や
り
た
い
こ
と
は
何
が
な
ん
で

も
押
し
通
す
。
こ
ん
な
危
険
な
政
権
は
一
日
も
早
く
退
陣
し
て
も
ら
お
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
民
の
声
を
聞
く
新
し
い
政
治
を
実
現
致
し
ま
し

ょ
う
。 

 

今
こ
そ
野
党
統
一
候
補
を
実
現
し
、
衆
議
院
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
日
本
共
産
党
は
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
又
、
町

政
で
も
第
六
次
基
本
構
想
に
基
づ
く
施
策
が
始
ま
り
ま
す
。
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
へ
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄
居
町
議
会
議
員 

 

田
母
神
節
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
澤 

博 

  

十
二
月
の
定
例
町
議
会
に
お
け
る
日
本
共
産
党
町
会
議
員
団
の
質
疑
要
旨

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

          

一
、
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て 

少
子
高
齢
化
と
都
市
部
人
口
集
中
に
よ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
空
き
家
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
あ
る
自
治
体
で
は
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
定
住
を
促

進
し
て
人
口
減
少
対
策
を
し
て
い
る
事
に
関
し
て
伺
い
ま
す
。 

(

１)

空
き
家
の
占
め
る
割
合
は
、
町
全
体
及
び
地
区
別
、
ま
た
種
類
別
で
は
ど
う

な
の
か
伺
い
ま
す 

【
町
長
答
弁
】 

平
成
２
５
年
の
実
態
調
査
で
は
５
６
６
戸
の
空
き
家
が
あ
り
、
同
年
の
町

全
体
の
戸
数
は
１
５
，
２
５
０
戸
で
、
空
き
家
率
は
約
３
．
７
％
と
な
り
ま 

   す
。
地
区
別
の
割
合
は
市
街
地
４
．
４
％
、
西
部
７
．
１
％
、
桜
沢
２
．
４
％
、

折
原
３
．
９
％
、
鉢
形
５
．
７
％
、
男
衾
３
．
３
％
、
用
土
１
．
５
％
と
な

り
ま
す
。 

 

調
査
で
は
一
般
住
宅
や
農
家
の
明
確
な
区
別
が
な
い
為
、
種
別
に
つ
い
て

は
お
答
え
出
来
ま
せ
ん
。 

(

２)

売
り
た
い
、
貸
し
た
い
方
が
利
用
で
き
る
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
が
必
要

と
考
え
ま
す 

【
町
長
答
弁
】 

 

県
の
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
管
内
市
町
の
広
域
的
な

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
に
導
入

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 

二
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て 

 

雇
用
の
非
正
規
化
が
す
す
み
、
格
差
と
貧
困
が
拡
大
、
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。 

(

１
）内
閣
府
か
ら
出
さ
れ
た
「子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」を
受
け
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
実
状
把
握
を
し
た
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
課
題
は

何
で
し
た
か 

【
町
長
答
弁
】 

 

町
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
が
策
定
し
て
い

る
「
埼
玉
県
子
育
て
応
援
行
動
計
画
」
の
施
策
に
則
っ
て
、
教
育
や
就
労
等

の
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

(

２
）貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
食
事
を
提
供
す
る
「子
ど
も
食
堂
」が

全
国
で
３
０
０
ヶ
所
を
超
え
、
町
で
も
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
が
出
来
な
い
か
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す 

【
町
長
答
弁
】 

 

町
に
は
「
子
ど
も
食
堂
」
の
開
設
や
支
援
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、「
子
ど
も
食
堂
」
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
ら
、
町
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。 

三
、
獣
害
対
策
の
促
進
を 

 

町
内
に
害
獣
の
ア
ラ
イ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
等
が
出
没
し
防
災
無
線
で
注
意

の
放
送
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
折
原
と
男
衾
地
区
で
は
、
１
５
０
ｋ
ｇ
を
越
え

る
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
、
農
作
物
へ
の
被
害
も
出
て
い
て
、
昨
年
男
衾
地

区
よ
り
獣
害
対
策
要
望
書
が
出
さ
れ
て
お
り
、
住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
、
獣
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

(

１)

害
獣
の
過
去
の
出
没
場
所
と
被
害
場
所
を
記
載
し
た
、
害
獣
の
出
没
・被
害

マ
ッ
プ
を
作
成
し
配
布
す
る
事
に
よ
り
、
住
民
の
安
全
・安
心
を
今
よ
り
確
保
で

き
ま
せ
ん
か 

【
町
長
答
弁
】 

 

出
没
場
所
の
特
定
が
非
常
に
難
し
い
た
め
、
マ
ッ
プ
の
作
成
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
警
察
署
、
消
防
署
、
学
校
と

連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
注
意
喚
起
の
文
書
を
回
覧
す
る
な
ど
対
応
し
ま
す
。 

(

２)

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
獣
害
対
処
方
法
を
記
載
し
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
・配
布
す
る
事
で
住
民
の
安
全
・安
心
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
か 

 

【
町
長
答
弁
】 

 

有
害
獣
を
刺
激
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
注
意
喚
起
す
る
記
事
を
１
２

月
の
広
報
誌
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
時
期
に
、
周
知
を
し
て
い

き
ま
す
。 
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告 

 

十
二
月
議
会
質
問
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

■
人
口
減
対
策
に
空
家
バ
ン
ク
で
空
家
の
活
用
を
提
案
・・・大
澤
町
議 

業
者
と
の
協
力
で
空
家
を
有
効
活
用
し
定
住
促
進
、
人
口
減
対
策
を
提
案 

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
子
ど
も
食
堂
を 

・・ 

大
澤
町
議 

貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食

堂
」
に
町
が
支
援
す
る
制
度
が
で
き
な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た 

■
保
育
・学
童
保
育
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
・・ 

田
母
神
町
議 

環
境
整
備
、
職
員
待
遇
改
善
、
保
育
料
軽
減
処
置
を
要
求
し
ま
し
た 

■
非
核
宣
言
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
取
組
み
を
要
求
・・田
母
神
町
議 

講
演
会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
図
書
館
で
の
常
設
展
示
等
で
の
ア
ピ
ー
ル
、
体
験

者
の
お
話
を
聞
く
平
和
教
育
の
実
施
が
で
き
な
い
か
質
問
し
ま
し
た 

    

   

以
下
に
日
本
共
産
党
、
大
澤
議
員
、
田
母
神
議
員
の
質
疑
要
旨
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

【活動地域】 

鉢形、折原、金尾 

風布、末野 

藤田西側地域 

 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
質
問
要
旨
】 

 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

【大
澤
博
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

“新
春
に
寄
せ
て
” 

【田
母
神
節
子
議
員
の
一
般
質
問
要
旨 

裏
面
】 



        

【
田
母
神
議
員
質
疑
要
旨
表
面
か
ら
の
続
き
】 

一
、
保
育
・学
童
保
育
の
充
実
を 

(

１
）保
育
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て 

 

①
男
衾
保
育
所
、
城
南
保
育
所
の
建
て
替
え
は
ど
う
し
ま
す
か 

【
町
長
答
弁
】 

 

増
築
や
修
繕
等
を
行
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保
育
需
要

な
ど
を
検
討
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
沿
っ
て
安
全
安
心
な
施

設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 

②
プ
レ
ハ
ブ
園
舎
で
あ
る
鉢
形
学
童
保
育
所
の
今
後
に
つ
い
て 

【
町
長
答
弁
】 

 

寄
居
町
学
童
保
育
の
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

③
定
員
の
２
倍
以
上
を
受
け
入
れ
て
い
る
保
育
所
へ
の
指
導
を 

【
町
長
答
弁
】 

 

利
用
施
設
の
床
面
積
や
必
要
職
員
数
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
適
正
な
定

員
の
変
更
手
続
き
を
指
導
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

(

２
）労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て 

公
・
私
立
保
育
所
、
学
童
保
育
所
の
正
規
・
非
正
規
職
員
の
待
遇
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

①
年
齢
別
ク
ラ
ス
の
正
規
職
員
配
置
状
況
②
正
規
職
員
の
有
休
、
生
休
年
間

取
得
率
と
非
正
規
職
員
の
取
得
状
況
③
賃
金
の
状
況
④
非
正
規
職
員
の
時
間

給
、
ボ
ー
ナ
ス
等
の
支
給
状
況
⑤
交
通
費
の
支
給
状
況 

 

【
町
長
答
弁
】 

 

正
規
職
員
は
、
町
立
保
育
所
に
は
年
齢
別
ク
ラ
ス
担
任
に
１
名
、
民
間

保
育
園
で
は
、
年
齢
別
ク
ラ
ス
に
１
名
か
ら
３
名
、
学
童
保
育
所
で
は
１

名
か
ら
３
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
暇
取
得
に
つ
い
て
、
町
立
保
育

所
の
正
規
職
員
の
有
休
は
平
均
３
９
％
、
生
休
は
ゼ
ロ
、
非
正
規
職
員
の

有
休
は
９
３
％
、
生
休
は
ゼ
ロ
、
民
間
保
育
園
の
正
規
職
員
の
有
休
は
３

６
％
、
生
休
は
２
５
％
で
す
。
学
童
保
育
所
で
は
有
休
は
６
１
％
、
生
休

は
７
４
％
で
す
。
賃
金
は
、
町
立
で
は
短
大
卒
初
任
給
で
１
６
万
２
０
０

円
、
２
０
年
目
３
０
万
７
０
０
円
。
民
間
保
育
園
で
は
短
大
卒
初
任
給
で

１
６
万
９
６
２
５
円
、
２
０
年
目
２
０
万
３
５
０
０
円
で
す
。
学
童
保
育

所
初
任
給
は
学
歴
差
が
無
く
、
１
４
万
７
８
５
０
円
、
２
０
年
目
２
２
万

６
１
０
０
円
で
す
。 

※
勤
続
年
数
が
長
い
程
、
公
／
民
格
差
が
広
が
り
ま
す
。 

 

非
正
規
保
育
士
の
時
間
給
は
、
町
立
９
４
０
円
、
民
間
９
１
６
円
、
学

童
保
育
指
導
員
は
８
６
２
円
、
ボ
ー
ナ
ス
は
民
間
保
育
園
と
学
童
保
育
所

で
は
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
費
は
正
規
、
非
正
規
職
員
と
も
各
運
営

体
規
定
に
従
い
同
様
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 (

３
）保
育
士
の
資
質
向
上
の
研
修
に
つ
い
て 

①
園
内
研
修
、
職
員
会
議
、
及
び
園
外
研
修
は
、
１
人
何
回
実
施
し
て
い
ま

す
か 

【
町
長
答
弁
】 

 

 

町
立
保
育
所
の
園
内
研
修
等
は
平
均
年
間
２
４
回
、
園
外
３
回
、
民
間

保
育
園
で
は
園
内
２
５
回
、
園
外
２
回
、
学
童
保
育
所
で
は
４
１
回
と
１

５
回
で
す
。 

②
参
加
費
等
の
負
担
、
及
び
非
正
規
職
員
の
参
加
に
つ
い
て 

【
町
長
答
弁
】 

 

正
規
、
非
正
規
と
も
各
運
営
主
体
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
職
員

は
園
内
研
修
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
園
外
研
修
に
は
正
規
職
員
が
主
に

参
加
し
て
い
ま
す
。 

(

４
）公
立
保
育
所
で
の
途
中
入
所
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い
て 

 

【
町
長
答
弁
】 

 

途
中
入
所
の
受
け
入
れ
は
、
配
置
基
準
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。
配

置
基
準
を
超
え
る
利
用
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
所
可
能
な
施
設
を
案

内
し
て
い
ま
す
。 

(

５
）保
育
料
の
軽
減
を
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か 

【
町
長
答
弁
】 

 
国
の
幼
児
期
養
育
段
階
的
無
償
化
措
置
に
よ
る
多
子
世
帯
や
要
保
護
世

帯
で
の
保
育
料
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

(

６
）格
差
を
是
正
し
誇
り
が
持
て
る
よ
う
更
な
る
支
援
が
必
要
と
考
え
ま
す 

【
町
長
答
弁
】 

 

重
要
施
策
に
位
置
づ
け
、
町
立
保
育
所
へ
の
管
理
職
配
置
、
民
間
保
育

園
の
園
舎
建
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

二
、
「非
核
平
和
都
市
宣
言
」の
町
に
相
応
し
い
取
り
組
み
を 

(

１
）町
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て 

①
講
演
会
②
パ
ネ
ル
展
示
③
図
書
館
で
の
常
設
展
示
な
ど
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か 

【
町
長
答
弁
】 

 

講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
示
は
時
宣
に
か
な
っ
た
開
催
を
検
討
し
ま
す
。 

【
教
育
長
答
弁
】 

 

図
書
館
の
社
会
科
学
書
架
の
一
部
が
平
和
に
関
す
る
常
設
コ
ー
ナ
ー
の

位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

(

２
）子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
教
育
に
つ
い
て 

①
絵
本
等
の
図
書
や
戦
争
体
験
者
の
お
話
を
聞
く
等
で
平
和
教
育
が
で
き
ま

せ
ん
か 

【
教
育
長
答
弁
】 

 

国
語
の
文
学
教
材
に
は
、
戦
争
を
題
材
に
し
た
物
語
が
あ
り
、
そ
こ
で

学
習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
戦
争

体
験
者
や
地
域
の
有
識
者
の
話
を
聞
く
場
を
設
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

三
、
玉
淀
駅
前
駐
輪
場
の
改
善
に
取
り
組
み
を 

【
町
長
答
弁
】 

 

歩
道
の
駐
輪
に
つ
い
て
、
駐
輪
場
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
誘
導
や
看
板
の
設
置
、
指

導
・整
理
の
強
化
等
で
解
決
に
努
め
ま
す
。 

※
一
般
質
問
後
、
歩
道
の
駐
輪
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

日本共産党町議団 

“第６次寄居町総合振興計画前期基本計画に賛成” 

人口減少、少子高齢化の進行と町民意識調査を考慮

した「持続可能なまち」となるための施策を、前期基本計

画の５つの基本目標として取り組まれます。町民の生活

実態・意識を把握した進行管理をおこなうことで、住んで

良かった寄居町に発展させる方向性があると判断し賛成

しました。 

 

 【 福寿草  提供：大平栄さん 】 


